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『大学生の就職困難の可能性と大学の支援に関する調査』
～発達障がいの傾向等により安定就職できない可能性のある大学生の実態及び大学における支援の現状について～

〇調査結果の要点

（１）最大４人に１人（25％程度）の学生が、発達障がいの傾向等により安定就職できない可能性があると考えられる
（２）４人に１人の学生が、働くことと就職活動の両方に大きな不安を持っている

（３）働くことと就職活動の不安が大きい学生は就職困難に直面する可能性が高い

（４）大学は、学内の就職支援で初めて就職困難の可能性のある学生を認知するケースが多い
（５）就職困難の可能性がある学生に対する支援手法が確立されていない

（６）大学では、各学生の特性・適性の認識や他大学や外部機関との連携が課題

大阪府内の就職を希望している大学生の８人に１人が、進路が未決定あるいは不安定な就労形態の状況で卒業しており、その数は全国の当該学生の8.7％を占めています。また、全国の大学では精神・発達障がいのある学生が増加する傾向がみられ（前年度比６～17ポイント増加）、医師の診断書はないものの発達障がいがあることが推察される学生も在籍しています。

上記の現状をふまえて、大阪府では、発達障がいの傾向等により安定就職できない可能性のある大学生（以下、「就職困難の可能性のある学生」という）の実態及び大学における支援の現状を明らかにするため、大学生の就職困難の可能性（障がいの特性の一部を持つ学生を含む）と大学における当該学生の支援の状況に関する調査（「大学生調査」及び「大学調査」※）を実施し、その結果を『大学生の就職困難の可能性と大学の支援に関する調査』(資料No.179)にまとめました。

※｢大学生等の生活全般に関する調査｣（48校722名の学生が回答）及び｢就活・働くことに不安のある学生の支援に関する調査｣（近畿地域86大学が回答／回答率47.6％）を実施

○調査結果の概要
（１）最大４人に１人（25％程度）の学生が、発達障がいの傾向等により安定就職できない可能性があると考えられる
就職の困難性と関係のある複数の調査の結果から、数パーセントから最大４人に１人（25％程度）の範囲で、就職困難の可能性（就職困難者の出現率）があることが想定される。

自閉症度を測る24の各項目では、数％から10％前後の範囲で該当
· 自閉症度を測る24の各調査項目（SATQ＝Subthreshold Autism Trait Quetionnaire）では、多くの項目で数％から10％前後の範囲で該当する傾向がみられる。

· 他者とのコミュニケーションや交流に関わる事項、また、他者からの評価に対して慎重な傾向がうかがえ、対人関係でやや苦手な意識や傾向がみられる。
表１　日常生活や社会生活での行動特性や考え方（回答者の選択割合／％）

	
	
	まったく
当てはまらない
	少し
当てはまる
	だいたい
当てはまる
	とてもよく
当てはまる

	１
	自分の考えや意見をうまく言葉に言い表すことができる
	10.2
	36.1
	39.7
	14.1

	２
	全体像より細部に目を向ける方だ
	7.2
	49.1
	34.5
	9.2

	３
	相手の表情を見れば、私の話に興味をもっていないことがわかる
	4.6
	27.3
	41.7
	26.3

	４
	人と話すときは、目を見ながら話す
	4.7
	24.3
	38.8
	32.1

	５
	人からみると私は大らかであり、世の中の流れに身をまかせることができる
	10.1
	33.8
	39.6
	16.5

	６
	私の行動は、変わっているとか変だと人に思われることがある
	18.1
	37.9
	27.1
	16.9

	７
	新しいところに行ったり､新しいことをするなど､自発的にいろいろしてみることが苦にならない
	12.4
	32.9
	33.5
	21.2

	８
	変わった言葉使いをしたり、同じ言葉を何度も繰り返し使う方だ
	21.7
	39.0
	28.6
	10.7

	９
	人と会話のやりとり（人の話をよく聞き､必要に応じて話題を変えること）ができる
	4.3
	26.9
	39.9
	28.9

	10
	私の言うことは、場にそぐわないとか失礼だと人に指摘されることがある
	48.0
	34.2
	13.6
	4.2

	11
	表情や話し口調から人の気持ちを読むのが得意だ
	10.7
	33.1
	35.7
	20.4

	12
	想像力が豊かだ
	11.7
	34.1
	32.0
	22.2

	13
	温かくて思いやりがあるとか親しみやすいと思われている
	11.2
	32.4
	35.8
	20.6

	14
	知らない人と出会っておしゃべりできる社交の場（例えば､パーティーやコンパ､懇親会､スポーツなど）を楽しいと思う
	25.0
	32.3
	27.9
	14.8

	15
	人と話すときは、肩をすくめたり手振りやうなずきなど身振りをたくさん交える
	10.0
	31.0
	37.6
	21.4

	16
	会話で自分の考えを人に伝えるのが苦手だ
	18.6
	39.5
	25.3
	16.7

	17
	人の喜怒哀楽に合わせた行動がとれる（例えば､くよくよしている人を慰めるなど）
	8.2
	30.2
	41.5
	20.1

	18
	物事を文字通りに受け取りすぎて、冗談の意味や皮肉がうまく理解できないことがある
	27.4
	38.4
	23.0
	11.2

	19
	交流する相手をよく探し求めている
	25.4
	36.6
	26.4
	11.6

	20
	数に関すること（日付けや電話番号など）にとても興味がある
	43.7
	31.0
	16.9
	8.4

	21
	人と一緒にいるのが好きだ
	8.1
	37.3
	32.4
	22.3

	22
	毎日の日課を変えない方であり、何事も同じように行いたい
	17.5
	37.0
	33.1
	12.4

	23
	人と楽しみを分かち合いたい
	5.9
	24.3
	34.7
	35.1

	24
	人から変わっているとか変だと思われている
	20.8
	35.7
	27.5
	16.0


発達障がい傾向の可能性がある割合は4.3％

· 成人期のADHD（Attention Deficit Hyperactivity Disorder、注意欠陥多動性障がい）をスクリーニング（選択）するASRS-6（Adult ADHD Self- Report Scaleの６項目）では、該当する症状を持つ可能性がある割合は、回答者全体のうちの4.3％である（表２の太枠内部分に４つ以上該当するケースの割合）。

表２　過去６ヵ月間における、感じ方や行動（回答者の選択割合／％）

	
	
	全くない
	めったにない
	時々
	頻繁
	非常に頻繁

	１
	物事を行うにあたって、難関は乗り越えたのに、最後の詳細をまとめて仕上げるのが困難だったことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	4.9
	25.7
	49.3
	16.1
	3.9

	２
	計画性を要する仕事を行う際に、作業を順序だてるのが困難だったことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	7.9
	24.4
	42.6
	19.0
	6.1

	３
	約束や用事を忘れたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	17.9
	42.5
	29.0
	7.9
	2.6

	４
	じっくり考えなければならない作業がある際に、その作業に取り掛かるのを避けたり遅らせようとしたりしたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	6.9
	20.7
	41.7
	19.5
	11.2

	５
	長時間座っていなければならない時に、手足を揺すったり身悶えしたりしたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	15.6
	28.2
	33.8
	15.3
	7.1

	６
	まるでモーターに動かされているように、異常に活動的だったり、何かしなければという衝動に駆られたことが、どのくらいの頻度でありましたか？
	19.7
	30.1
	33.5
	13.1
	3.6


不安症状等の可能性は25.5％、うつ症状等の可能性は22.5％

· GAD-7（Generalized Anxiety Disorderの７項目／不安症状レベル、全般性不安障がい（パニック障がい、社会不安障がい、心的外傷後ストレス障がい）の評価尺度）の総得点の分布では、不安症状が存在する可能性のある層は25.5％。

· PHQ-9（Patient Health Questionnaireの９項目／大うつ病性障がい、その他のうつ病性障がい、うつ状態の症状レベルの評価尺度）の総得点の分布では、大うつ病性障がいが存在する可能性のある層は22.5％。

表３　日常生活の不安や精神的な状況（回答者の選択割合／％）

	
	全く

ない
	数日
	半分

以上
	ほとんど毎日

	
	０点
	１点
	２点
	３点

	GAD-7
	１
	緊張感、不安感または神経過敏を感じる
	40.8 
	36.5 
	15.7  
	7.0

	
	２
	心配することを止められない、または心配をコントロールできない
	49.9 
	28.9 
	14.4  
	6.8

	
	３
	いろいろなことを心配しすぎる
	34.6
	36.2
	17.4
	11.9

	
	４
	くつろぐことが難しい
	64.7
	20.9  
	9.6 
	4.7

	
	５
	じっとしていることができないほど落ち着かない
	64.1
	23.6
	8.2  
	4.1

	
	６
	いらいらしがちであり、怒りっぽい
	52.4
	34.7
	9.0  
	4.0

	
	７
	何か恐ろしいことがおこるのではないかと恐れを感じる
	59.1 
	24.9  
	9.6 
	6.3

	PHQ-9
	８
	物事に対してほとんど興味がない、または楽しめない
	61.9
	25.3
	9.0  
	3.8

	
	９
	気分が落ち込む、憂うつになる、または絶望的な気持ちになる
	52.1
	29.0
	12.1  
	6.8

	
	10
	寝付きが悪い、途中で目がさめる、または逆に眠り過ぎる
	48.6 
	27.5
	12.9
	11.1

	
	11
	疲れた感じがする、または気力がない
	38.1
	35.4 
	14.6 
	11.9

	
	12
	あまり食欲がない、または食べ過ぎる
	53.0
	26.9
	13.4
	6.8

	
	13
	自分はダメな人間だ、人生の敗北者だと気に病む、または、自分自身あるいは家族に申し訳がないと感じる
	55.9 
	23.4
	11.8  
	8.9

	
	14
	新聞を読む、またはテレビを見ることなどに集中することが難しい
	65.8
	20.5  
	9.4  
	4.3

	
	15
	他人が気づくぐらいに動きや話し方が遅くなる、あるいは反対にそわそわしたり、落ちつかず、ふだんよりも動き回ることがある
	71.8
	17.1  
	8.3 
	2.8

	
	16
	死んだ方がましだ、あるいは自分を何らかの方法で傷つけようと思ったことがある
	74.2
	15.8  
	5.8
	4.3


注１：GAD-7については、総得点（０～21点）を算出し、０～４点はなし、５～９点は軽度、10～14点は中等度、15〜21点は重度の症状レベルであると評価される。不安症状が存在する可能性の閾値（カットオフ値）は８点以上である。なお、中等度に該当するのは12.8％、重度に該当するのは5.1％である。

注２：PHQ-9については、総得点（０～27点）を算出し、０～４点はなし、５～９点は軽度、10～14点は中等度、15〜19点は中等度から重度、20～27点は重度の症状レベルであると評価される。大うつ病性障がいが存在する可能性の閾値（カットオフ値）は10点以上である。中等度に該当するのは12.4％、中等度から重度に該当するのは6.9％、重度に該当するのは3.3％である。
社会や仕事で求められる能力等は、2.3％～12.3％の間で身についていない

· 社会や仕事で求められる汎用的な能力・態度・志向を測定する「PROG（Progress Report On Generic Skills）」
の21項目が「身についていない」割合は、2.3％から12.3％の間で分布し、「身についていない」と回答した項目が１項目以上ある割合は、回答者の23.9％。

· 身についていない割合が高いのは、感情制御力（ストレスコーピング／ストレスマネジメント）、実践力、自信創出力（独自性理解、自己効力感／楽観性）、計画立案力（目標設定、シナリオ構築／計画評価、リスク分析）、統率力（話し合う、建設的・創造的な討議／意見を主張する／意見の調整・交渉・説得）など。

表４　社会や仕事で求められる能力・態度・志向（回答者の選択率％、平均値：レンジ1-5）

	No.
	中分類１（力）

／平均値
	中分類２（要素）

／平均値
	小分類（詳細要素）
	身についていない
	あまり
身についていない
	少しは

身についている
	身についている
	かなり

身についている
	平均値

	
	
	
	
	１
	２
	３
	４
	５
	

	１
	対人基礎力

／3.30
	親和力

／3.40
	他者の話を興味をもって聞き、共感し、受け入れ、多くの人と有効な（意味のある）人間関係を築くことができる（親しみやすさ、人脈形成、対人興味/共感・受容）
	3.4
	13.1
	39.6
	31.9
	12.0
	3.36

	２
	
	
	異なる立場や意見の相手でも尊重し、人間関係を築くことができる（気配り、多様性理解）
	2.7
	8.0
	42.3
	34.8
	12.3
	3.46

	３
	
	
	お互いが信頼し合えるような関係性を長く築くことができる（信頼構築）
	4.1
	13.3
	37.3
	32.9
	12.5
	3.37

	４
	
	協働力

／3.40
	他者と状況を共有し、自己や他者の役割を理解しながら、足りないところを補完し、協力して物事を進められる（情報共有、役割理解・連携行動、相互支援）
	3.0
	10.8
	42.9
	32.4
	10.9
	3.38

	５
	
	統率力

／3.20
	他者の意見・意向に耳を傾けて正確に把握し、建設的・創造的な討議をすることができる（話し合う、建設的・創造的な討議）
	2.5
	13.6
	45.5
	30.5
	8.0
	3.28

	６
	
	
	自らの意見・意向を的確に表現することができる（意見を主張する）
	5.0
	17.2
	42.0
	24.7
	11.1
	3.20

	７
	
	
	異なる意見を調整し、交渉・説得をして合意を形成することができる（意見の調整・交渉・説得）
	5.3
	18.4
	42.4
	26.0
	7.9
	3.13

	８
	対自己基礎力

／3.17
	感情制御力

／3.05
	ストレスに対して、自己に合った処理方法を知り、対処することができる（ストレスコーピング）
	4.2
	15.9
	39.4
	27.4
	13.1
	3.29

	９
	
	
	緊張感やプレッシャーをパワーに変えることができる（ストレスマネジメント）
	12.3
	27.2
	35.5
	17.6
	7.5
	2.81

	10
	
	自信創出力

／3.20
	他者と自己の違いを認め、自己の強みを認識することができる（独自性理解）
	5.1
	16.8
	41.2
	26.4
	10.5
	3.20

	11
	
	
	初めての事や困難な事でも、やればできるという予測や確信をもって挑戦できる（自己効力感/楽観性）
	7.0
	15.0
	39.1
	29.4
	9.5
	3.19

	12
	
	行動持続力

／3.30
	自己の意思や判断において自ら進んで行動することができる（主体的行動）
	3.9
	14.2
	41.9
	28.0
	12.0
	3.30

	13
	
	
	自分なりのやり方で習慣化し、一度決めたことはやりきることができる（良い行動の習慣化、完遂）
	5.2
	16.3
	37.5
	26.7
	14.4
	3.29

	14
	対課題基礎力
／3.19
	課題発見力

／3.25
	様々な情報源を活用し、課題発見に向けて必要な情報を幅広く収集することができる（情報収集）
	2.7
	15.1
	39.9
	30.0
	12.3
	3.34

	15
	
	
	様々な角度から問題を分析し、問題の本質を見抜き、原因を明らかにすることができる（原因追究、本質理解）
	4.4
	16.3
	46.0
	24.1
	9.2
	3.18

	16
	
	計画立案力

／3.15
	ゴールイメージを明確にし目標を立て、その実現に向けたシナリオを描くことができる（目標設定、シナリオ構築）
	4.7
	21.1
	40.2
	25.6
	8.4
	3.12

	17
	
	
	幅広い視点から計画を評価し、リスクを想定して事前に対策を考えることができる（計画評価、リスク分析）
	4.2
	18.7
	43.5
	24.6
	9.0
	3.16

	18
	
	実践力

／3.17
	社会的な課題の解決に向けて、自ら行動にとりかかり、実行に移すことができる（実践行動）
	6.4
	25.1
	37.8
	23.2
	7.4
	3.00

	19
	
	
	状況を見ながら、計画や行動を柔軟に変更することができる（修正/調整）
	3.3
	14.4
	42.9
	31.2
	8.3
	3.27

	20
	
	
	実行後に問題点を洗い出し、次に向けて改善していくことができる（検証/改善）
	2.3
	17.5
	43.2
	27.3
	9.7
	3.24

	21
	リテラシー／3.20
	問題解決に向けて、学んだ専門知識や技術を活用し、論理的に考えることができる
	3.9
	16.8
	44.9
	24.2
	10.1
	3.20


注：No.1から20まで「コンピテンシー」（平均値は3.22）、No.21が「リテラシー」。

· （２）４人に１人の学生が、働くことと就職活動の両方に大きな不安を持っている
· 68.8％の学生が、大学生活全般が充実していると考える一方、「将来の進路や生活」75.5％、「就職活動」70.2％、「働くこと」62.6％、「やりたいことを見つけられていない」52.9％など、悩みや不安を感じる割合も高い。

· ４人に１人の学生（回答者の25.2％）が、「働くこと」と「就職活動」の両方に対して大きな不安（「かなり当てはまる」を選択）を持っている。

表５　大学生活の状況と悩みや不安（回答者の選択割合／％）

	
	取り組んでいない・

この問いに該当しない
	まったく

当てはまらない
	あまり

当てはまらない
	どちらでもない
	少し当てはまる
	かなり当てはまる
	少し当てはまる割合＋

かなり当てはまる割合

	授業の内容を十分に理解している
	
	1.4
	8.2
	19.3
	50.5
	20.6
	71.1

	ゼミや研究室の活動に積極的に参加している
	8.7
	2.7
	7.8
	15.1
	31.3
	34.5
	65.8

	資格や技能などの取得に力を入れている
	3.6
	6.0
	22.2
	23.3
	31.4
	13.5
	44.9

	ボランティア活動に熱心に取り組んでいる
	21.4
	19.5
	19.9
	16.7
	16.1
	6.4
	22.5

	一人でもできる趣味や遊びに熱心に取り組んでいる
	1.3
	1.8
	7.0
	12.7
	35.1
	42.1
	77.2

	サークル・部活動に熱心に取り組んでいる
	24.7
	15.2
	7.0
	13.2
	18.0
	22.0
	40.0

	アルバイトに力を入れている
	8.1
	5.4
	6.5
	13.2
	31.9
	34.9
	66.8

	スポーツなどの身体的活動に取り組んでいる
	16.0
	11.8
	16.7
	17.0
	21.8
	16.6
	38.4

	インターンシップに積極的に取り組んでいる
	12.9
	8.4
	12.2
	20.1
	32.4
	14.0
	46.4

	大学生活全般は充実している
	
	2.7
	8.0
	20.5
	40.1
	28.7
	68.8

	後輩や知人に在籍･出身大学への入学･進学を勧めたい
	
	10.8
	14.5
	35.3
	25.9
	13.5
	39.4

	将来の進路や生活に不安がある
	
	3.7
	8.9
	11.9
	39.1
	36.4
	75.5

	やりたいことを見つけられていない
	
	12.1
	16.8
	18.1
	28.5
	24.4
	52.9

	働くことに対して不安がある
	
	7.9
	13.3
	16.2
	33.1
	29.5
	62.6

	就職活動に対して不安がある
	
	7.6
	7.6
	14.6
	31.3
	38.9
	70.2

	精神状態に不安がある
	
	21.5
	21.5
	27.3
	19.9
	9.9
	29.8

	体力に不安がある
	
	20.9
	24.7
	23.9
	21.5
	9.0
	30.5

	周囲の人との人間関係に悩んでいる
	
	24.2
	30.5
	24.9
	14.3
	6.2
	20.5

	家族との関係に悩んでいる
	
	46.8
	24.9
	16.5
	8.5
	3.3
	11.8

	安心できる場がない
	
	43.5
	27.5
	17.6
	7.2
	4.2
	11.4

	悩みや不安を相談できる人がいない、場がない
	
	38.6
	29.4
	18.2
	8.9
	4.8
	13.7

	経済的な問題に悩んでいる
	
	27.8
	21.8
	22.7
	19.4
	8.3
	27.7


（３）働くことと就職活動の不安が大きい学生は就職困難に直面する可能性が高い

· 大学生活との関係：「ボランティア活動」「アルバイト」「スポーツなどの身体的活動」といった、社会と接点を持つ行動、働くことに通じる経験、身体を動かすことに取り組む傾向がやや低い。

· 悩みや不安との関係：「将来の進路や生活」「やりたいことを見つけられていない」「精神状態」「体力」「周囲の人との人間関係」「悩みや不安を相談できる人がいない、場がない」「経済的な問題」「安心できる場がない」「家族との関係」の悩みや不安も大きい。
· 自閉症度との関係：不安が大きい層は、不安に該当しないか不安が大きくない層よりも、自閉症度が高い（24項目の総計の平均値：不安が大きい層32.58＞不安に該当しないか不安が大きくない層30.27）。
· 発達障がい（ADHD）に該当する症状を持つ可能性との関係：成人期のADHDに該当する症状を持つ可能性は、不安に該当しないか不安が大きくない層の3.4％に対し、不安が大きい層では6.5％とやや高い。
· 不安症状等やうつ症状等との関係：不安が大きい層は、不安に該当しないか不安が大きくない層よりも、不安症状等やうつ症状等を感じる傾向が強い（16項目の総計の平均値：不安が大きい層15.57点、不安に該当しないか不安が大きくない層9.44点）。

· 社会や仕事で求められる能力・態度・志向との関係：不安が大きい層は、全項目で「身についていない」割合が高い（14.5％から55.0％の範囲で分布）（表６）。
表６　身についていない割合（「あまり身についていない」割合を含む、％）
	
	不安に該当しないか
不安が大きくない層
	不安が

大きい層

	ストレスマネジメント
	34.2
	55.0

	実践行動
	27.8
	42.1

	自己効力感／楽観性
	17.3
	35.6

	目標設定、シナリオ構築
	22.6
	35.2

	ストレスコーピング
	15.7
	33.1

	意見の調整・交渉・説得
	20.7
	32.5

	計画評価、リスク分析
	19.8
	32.1

	独自性理解
	18.4
	32.1

	良い行動の習慣化、完遂
	18.0
	31.4

	リテラシー
	17.1
	30.8

	主体的行動
	13.8
	30.6

	意見を主張する
	19.2
	30.2

	原因追究、本質理解
	17.4
	30.2

	検証／改善
	16.9
	28.3

	話し合う、建設的・創造的な討議
	12.1
	27.0

	信頼構築
	14.2
	26.3

	修正／調整
	14.8
	25.8

	親しみやすさ、人脈形成、対人興味／共感・受容
	13.4
	25.6

	情報共有、役割理解・連携行動、相互支援
	10.9
	21.9

	情報収集
	16.7
	20.9

	気配り、多様性理解
	9.2
	14.5


（４）大学は、学内の就職支援で初めて就職困難の可能性のある学生を認知するケースが多い
· 就職活動に困難が予想される学生や発達障がいの可能性のある学生を認知する契機は、「就職の相談対応や研修」「教員からの情報共有」「学内職員からの情報共有」「保護者からの申し出」「本人からの申し出」など、学内を起点として認知するケースが多い。

· 「学外機関からの情報提供」「出身校からの申し送り」「学外活動（フィールドワーク、インターンシップ等）」といった学外からの情報共有や認知の機会は少ない。
表７　就職活動に困難が予想される学生や発達障がいの疑いのある学生の認知契機（％）
	
	ほとんどない
	多い

	出身校からの申し送り
	58.1
	12.8 

	本人からの申し出
	23.3
	30.2 

	保護者からの申し出
	29.1
	33.7 

	同級生・友人等からの情報共有
	85.9
	1.2 

	教員からの情報共有
	19.8
	43.0 

	学内職員からの情報共有
	23.3
	36.0 

	家庭訪問
	96.5
	0.0 

	就職の相談対応や研修
	18.6
	46.5 

	学外活動（フィールドワーク、インターンシップ等）
	58.8
	11.8 

	集団活動（ゼミ等）
	45.3
	25.6 

	学外機関からの情報共有
	81.4
	3.5 


（５）就職困難の可能性がある学生に対する支援手法が確立されていない
· 大学は、就職困難の可能性がある学生に対して、学内外（教員、職員、支援者、ハローワークなど就職支援機関、就労移行支援事業所、企業）への情報提供や連携、インターンシップ先や就職先となる企業の開拓、自己PRを応援する自己分析講座、就職困難な学生に限定せず幅広い学生に対する学内複数箇所での情報提供、学外での学生や卒業生の居場所づくりなど、幅広い支援と支援手法の確立に取り組みたいと考えている。
表８　就職困難な学生に対する支援として今後取り組みたいこと（自由記述内容）
（主に学内の取組み）
・教職員への情報提供の機会を増やしていきたい
・自己PRを作る際に劣等感を感じやすい学生に対する自己分析の支援講座の実施を充実させたい

・障がいのある学生やその可能性がある学生対象の就職支援情報を、就職部だけでなく、学生の目に触れやすい複数の場所（部署）に設置するなどして、さりげない情報公開（共有）も行っていきたい
・障がい者手帳未取得者で困りごとのある学生に理解がある企業を開拓したい
・保護者を交えてのキャリアセンターとの面談を実施したい
・個別相談で丁寧に対応していきたいと考えている
・障がい学生向けのインターンシップの充実を図りたい
・教員との情報共有や学生相談室との連携については今後さらに強化していきたい
・短期大学は2年間と短いため、早期からの就労体験の機会があると良いと思う。経験値の向上を図り、自身の得意を認識することにより、社会適応ができるように支援できれば良いと思う

（主に学外と連携した取組み）
・地元企業とのインターンシップを含めたマッチングの充実を図りたい
・大学内だけでの支援だけでなく、学外の支援団体や事業所と連携をとって対応していきたい
・学外の支援センター等の団体（外部機関）との連携を強化したい
・学外支援機関に協力をお願いしたいこととして、二者で話を進めず三者で進めることで、それぞれの逃げ場を確保し、社会化していってもらうよう促し、コミュニケーション力や自己効力感を養えればと考えている。民間の事業所や支援機関のエリアごとや支援内容ごとの整理と拡充を図っていきたい
・教員や外部専門団体、ハローワーク等との連携を強化したい。
・学外機関との連携を充実させ、「卒業後の居場所づくり」をすすめる
・学内の各関係窓口との連携強化とともに、学外の支援機関との連携も密にしながら取り組みたい
・趣旨を理解いただける企業を拡大していきたい。
・外部機関との連携を密にしていきたい
・外部機関やクリニックと連携し、就職困難な学生が適切な就労支援を受けられるよう、積極的な支援を図りたい
・企業とのさらなる連携強化、独自のインターンシップ先のさらなる開拓
・保護者との連携、職業関連の訓練機関、支援機関との連携
（６）大学では､各学生の特性･適性の認識や他大学や外部機関との連携が課題

· 就職に困難が予想される学生や発達障がいの可能性のある学生の支援では、学生の現状及び特性や適性の認識・把握を進め、学内での情報共有や啓発を図る余地が大きい。

· 必要な支援の実施において、他大学や外部機関との連携（インターンシップ先や就職先の開拓、企業による講演や企業見学会の開催等、職業関連の訓練機関との連携、他大学との関連する情報の交換・共有などの連携）のあり方を検討していく余地も大きい。

表９　就職困難の可能性がある学生に対する支援の取組み状況（選択率、％）

	
	取り組めている
	取り組めていない

	個別的支援
	個別相談や懇談等の実施
	65.1
	4.7 

	
	自己理解・自己分析・職業適性検査の実施
	29.1
	26.7 

	
	各人の特性や職業適性をふまえたキャリア教育
	20.9
	47.7 

	
	エントリーシート・応募書類の書き方の支援
	59.3
	3.5 

	
	面接訓練の実施
	51.2
	8.1 

	
	未就職卒業者や卒業後短期間で離職した者の支援
	14.0
	50.0 

	
	保護者への情報提供
	10.5
	59.3 

	集団的支援
	就職ガイダンス、セミナー等の実施
	58.1
	15.1 

	
	職業・業界・企業に関する情報提供
	47.7
	16.3 

	
	就職試験（筆記･WEBテスト）対策の実施
	40.7
	26.7 

	
	ビジネスマナー講座の実施
	37.2
	26.7 

	
	働くことのルール等に関する情報提供
	26.7
	37.2 

	
	内定者･卒業生の発表会や交流会
	26.7
	40.7 

	
	該当する学生向けのインターンシップ先の情報を提供
	26.7
	39.5 

	
	該当する学生向けの求人情報を提供
	40.7
	17.4 

	外部との連携
	学外の就職支援情報の提供、支援機関の紹介
	36.0
	20.9 

	
	インターンシップ先や就職先の開拓
	22.1
	50.0 

	
	企業による講演や企業見学会の開催等
	19.8
	51.2 

	
	職業関連の訓練機関との連携
	9.3
	61.6 

	
	他大学との連携（関連する情報の交換・共有）
	10.5
	59.3 

	
	学外の相談･支援･研修機関と連携（支援情報などの共有）
	16.3
	40.7 

	学内啓発
	該当する学生と学生の支援に関する教員の理解の促進
	8.2
	44.7 

	
	該当する学生と学生の支援に関する職員の理解の促進
	11.8
	40.0 

	
	該当する学生について、そのほかの学生の理解の促進
	1.2
	83.5 

	
	該当する学生の支援に関する資料やﾏﾆｭｱﾙなどの共有
	4.7
	72.9 


○就職困難の可能性のある大学生(要支援学生)の支援(課題と対応策)

· 大学生の４人に１人(最大25％程度)に就職困難の可能性があると考えられるなかで、大学におけるキャリア支援に対する考え方や支援体制を見直す必要があると考えられる。

· 現状の課題と対応策として、以下の各点が考えられ、就職率の向上、中途退学率の低下、企業の人材確保の効果を生むことが期待される。そのためには、一般雇用と障がい者雇用の枠組みを超えて、強みも配慮事項もオープンにし、必要に応じて第三者による支援も受けながら働き続けられるダイバーシティ雇用（※）が望まれる。

課題１：就職困難な可能性のある大学生の早期の発見

· 出身高校や保護者との連携強化

· ジェネリック・スキル(日常生活や社会人として活躍できる能力)の評価プログラムの活用

· 教員等学内関係者による横断的な情報共有

課題２：障がい者支援と一般学生へのキャリア支援を融合させた新たな支援手法の開発

· 要支援学生の困難性に配慮したインターンシップの実施

· 正社員求人のある企業との交流会や職場体験・職場見学を通じて、自身の業務や業種への適性を見極めながら選考へ進んでいく就職マッチングプログラム（例：OSAKAしごとフィールドが実施している「あんしん就活」）の実施

· 府立高等職業技術専門校等による公共職業訓練の活用

課題３：大学と地域社会資源との連携の課題

· 大学、企業、関係機関が強固に連携し、共に課題を共有し、要支援学生を大学から職業的自立へと導いていく流れを早期に実現し、企業への切れ目ない移行スキームの確立

※ダイバーシティ雇用
現在の我が国の雇用システムは、大きく一般雇用と障がい者雇用に分類される。一般雇用では、大学生(求職者)がエントリーシートや面接を通じいかに企業が求める人材に見せるかに重点がおかれるため、本来必要とされる配慮事項や弱みについてはオープンにされない場合が殆どで、こうした結果、採用後に疲弊してしまい休職や離職につながるケースがある。一方、障がい者雇用では企業への配慮事項が強調されてしまい本人の強みが着目されにくく、希望に合った働き方にならないこともある。

就職困難の可能性のある大学生（要支援学生）をはじめ、すべての働きたいと思う人が自らの能力を発揮し、いきいきと企業などで活躍できるようにするには、現在のこれらの枠組みを超えて、強みも配慮事項もオープンにし、必要に応じて第三者による支援も受けながら働き続ける雇用（ダイバーシティ雇用）が望まれる。

○報告書の閲覧
　報告書冊子（資料№179）は、大阪府府政情報センターにおいて閲覧いただけます。また、一冊340円でご購入いただけます。

　※大阪府府政情報センター

　　　大阪市中央区大手前２丁目 大阪府庁本館５階　　電話番号　06-6944-8371

　　　　ＵＲＬ　http://www.pref.osaka.lg.jp/johokokai/jigyo3/kankobutu.html
なお、この報告書及び当センターが実施した調査結果は、当センターのウェブサイトでご覧いただけます。

※大阪産業経済リサーチ＆デザインセンター

　ＵＲＬ　http://www.pref.osaka.lg.jp/aid/sangyou/
� 学生の「リテラシー」 と「コンピテンシー」 の成長を支援する目的で、河合塾と株式会社リアセックによって開発されたアセスメントテスト。「リテラシー」は、新しい問題や、これまで経験のない問題に対して知識を活用して課題を解決する力で、知識の活用力や学び続ける力の素養。「コンピテンシー」は、周囲の状況に上手に対応するために身に着けた、意思決定・行動指針などの特性で、経験から身についた行動特性でどんな仕事にも移転可能な力の素養。「PROG」は、既に多くの大学などの教育機関で活用されている。PROGの「リテラシー」と「コンピテンシー」は、他の同様の調査であるOECDのキーコンピテンシー及び社会人基礎力（経済産業省）、学士力（中央教育審議会答申）、新学習指導要領との関係性が整理され、妥当性も検証されている。


http://www.riasec.co.jp/progtest/index.html
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